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校長 徳田 達郎 【自然学校特集】

5年生 4泊5日の自然学校での学び
11月10日(月)～14日(金)の自然学校を終え、学校に到着した5年生が「帰校式」を行いました。
児童代表の「まとめのことば」を紹介します。

自然学校、お疲れ様でした。
最初は、「1週間も」と思っていましたが、終わってみれば、とても短い5日間だったように思い

ます。皆さんは自然学校を終えて、どのような気持ちでしょうか。心の中でこの5日間を振り返っ
てみてください。
私は、この5日間、みんなでたくさんの冒険をしたと思います。毎日、朝も夜も一緒にご飯を食

べて、お風呂に入って、寝て、こんな経験も私たちにとっては大冒険で、みんなと助け合い、協力
する場面が多く、今までよりも、みんなとの絆が深まったと思います。
私は、この5日間で、たくさんのことを学びましたが、特に印象に残っていることが２つありま

す。1つ目は、「かくれ家づくり」です。かくれ家づくりの中でも、結び方や組み立て方など、たくさ
んのことを学び、みんなと助け合いをする場面が多かったからです。2つ目は、「野外炊事」です。
みんなで手分けし、協力して野菜を切ったり、炒めたり、火をおこしたりなど、初めての経験が多
く、たくさん協力したからです。
約束事としていた、「時間を守る」「メリハリをつける」「役割を果たす」ということは、達成でき

ましたか？私は達成できたと思います。なぜかというと、一人ひとりが、この約束事を果たしたこと
で、予定よりも早く行動し、こうして安全に帰ってくることができたと思うからです。
リーダーや先生たちの力を借りてですが、自分たちで全てやり、考え、行動することは大変なこ

とも多く、いつも家で支えてくれているお父さんやお母さんに感謝する毎日にもなりました。
目標にしていた3つのことや、大冒険で深まったみんなとの絆は、これからの残りの小学校生

活で活かし、もっともっと成長していければと思います。
そして、この5日間、元気に楽しく過ごせたのは、たくさんのリーダー方や、先生たちのおかげだ

と思います。あらためて、5日間、本当に有り難うございました。
児童代表

約2分間のスピーチを自分の言葉で語る児童代表の姿。
聞いている子どもたちの、「思いを受け取ろうとする聞く姿勢」も見事でした。
この自然学校での成長を【象徴】しているように感じました。
今後の学校生活のあらゆる場面で、この自然学校での学びが活かしてくれることと信じています。

PTA活動「ベルマーク」で購入していただきました
・スマイルサッカーボール 22個
・ライトドッジボール 5個
・ソフティーボール 2個
・ハーフドームカラー4色40個セット

～長年にわたり、子どもたちのために、本当に有り難うございました～


